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木の文化を
暮らしへ、
社会へ、
未来へ。

◎発行の目的
本報告書はウッドワンの環境、社会に関する活動を
広く知っていただくために発行するものです。

◎編集方針
「ウッドワン環境・社会活動レポート」は、環境と社会
面からウッドワンおよびウッドワングループの現況を報
告する年次レポートです。社会的責任を果たすため、
当社の環境保全活動および文化交流などの社会貢
献活動の現況と成果を、より具体的にそしてわかりや
すくご報告するとともに、さまざまなステークホルダーの
方 と々コミュニケーションを図ることをめざしています。

◎基本項目
・対象範囲…株式会社ウッドワン
ただし環境パフォーマンスデータに関しては生産工
場のみを対象としています。
・対象期間…2012年4月1日～2013年3月31日
・参考資料…環境省の環境報告書ガイドライン
2003年度版を参考にしています。
・次回発行予定…2014年10月頃を予定しています。
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暮らしへ
木には、住まう人にやすらぎや気品を与えてくれるすぐれた魅力があります。

ウッドワンがお届けしてきたものは、

そのぬくもりや美しさを取り入れた豊かさにあふれる暮らしのかたちです。

これからも木にこだわり、その性質を活かした

安心・安全、高品質な商品づくりをご提案しつづけていきます。

社会へ
ウッドワンは株式を公開している企業として、収益を上げ、雇用を生み、

企業を存続させることが第一の社会的責任と考えています。

しかし、それだけではなく、木を活かしたものづくりに携わる企業として、

自然環境に配慮し、地域に貢献し、

私たちが暮らす社会との共生をかたちにしていきます。

未来へ
木は、地球にとって貴重な資源です。

その限りある資源を育て、守り、有効に活用していくことは、

木に携わる企業にとって大切な役割だと考えています。

私たちが住まう美しい地球を未来へ残していくために、

ウッドワンはこれからも環境保全に取り組みつづけていきます。
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近年、環境問題に対する意識が高まるにつれ、木の伐採に対する

否定的な意見が多くなっています。たしかに、二酸化炭素を吸収

する森林の減少は大きな問題です。しかし、正しい林業、正しい森

林経営をすることで森林資源を保全しながら、森林面積を減らす

ことなく、一定の周期で毎年一定量の木材が永続的に収穫できる

状態に保つこともできるのです。ウッドワンはこうした理念のもと、常

に正しい林業のあり方を実践してきました。木材は、唯一再生可能

な工業資源です。資源循環の重要性が叫ばれていますが、林業

とはまさに資源の循環にほかなりません。正しい森林経営を行うこ

とは、環境経営そのものと自負しています。

ウッドワンの森林経営

木材は水と空気と太陽エネルギーでできています。また木材は切

削、曲げ、接着など加工時においてもその加工性の良さから、もと

もと消費エネルギーの少ない素材といえます。ウッドワンは木質建

材メーカーです。その木材を材料に、さらに無駄なく、効率よく製品

を作る方法を常に考え続けているのです。歩留まりを上げることは

もちろん、生産過程で生じる木くずもバイオマス発電で活用するな

ど無駄のない生産を心がけています。経済効率を上げることは、

同時に環境にも貢献するものと信じています。

事業活動に伴う
環境への影響にも配慮

人類は、その誕生以来自然環境に適応しながら生きてきたわけで

すが、現代のシックハウス症候群やアレルギーの問題は、化学物

質に人間の体がまだ適応できていないから起きるのだろうと私は

思います。一方で木は人間がこの世に生まれる前から地球上に

あったものですから、逆にいえば木に対応し、木の中で暮らせてき

たものだけが今生きているということなのでしょう。私たちは木を３０

年間かけて大切に育てているわけですから、次の目標はそれをい

かに加工せずにお客様に届けていけるか、ということになると思っ

ています。

また、欧米に比べ日本の住宅は比較的寿命が短いとされているこ

とに対し、長寿命住宅を実現するために、耐久性の高い構造部材

やリフォームしやすい内装部材の開発などを行っています。こうし

た技術・部材開発は、省エネルギー、省資源につながり、ひいては

地球環境保全に貢献するものと考えています。

住環境改善への取り組み 株式を公開している企業としては、まず収益を上げ、雇用を生み

出し、税金を納め、企業を存続させることが第一の社会的責任で

あると考えています。しかし企業が社会性のある集合体であり、社

会の中で生かされている以上、それ以上に社会に対していかに貢

献できているかが問われることは当然です。

その一つとして重要なのは、操業している地域にどれだけ貢献し

ているか、ということだと考えています。ニュージーランドには3都市

に4工場ありますが、いずれも森林近くの小さな町ですので、雇用

の創出という点において地元からは特に評価されているようです。

私たちはこれからも、事業に関わるさまざまな利害関係者への配

慮を忘れず、「木の文化」を追求することを通じて地球環境と調和

する製品、サービスを提供していきたいと考えています。

企業の社会的責任について

代表取締役社長  中 本  祐 昌

～木を通じて人や社会と向きあい、ともに理想的な未来をめざしたい～

会社概要

主な事業所

所 在 地

創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数

／

／
／
／
／

〒７３８-８５０２ 広島県廿日市市木材港南１-１
 TEL代表（０８２９）３２-３３３３
 FAX（０８２９）３２-６２３７
昭和１０年５月
昭和２７年４月
７３億２,４９７万円
１,468名（２０13年３月３１日現在）

支 店
営 業 所
工 場
物流センター

／
／
／
／

東京・名古屋・大阪・福岡
札幌・仙台・豊橋・広島　他35カ所
本社（廿日市）・豊橋・蒲郡
本社（廿日市）・東海（豊橋）・関東（坂東）

本社／本社工場 蒲郡工場

豊橋工場 関東事業所
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57,47957,47953,58253,582
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61,77661,776
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55,10455,104



植   林
1年生
1,200本／ha

間伐・枝打ち
～12年生

伐   採
30～32年生
350本／ha

CO2 O2

炭素固定
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暮らし、社会、未来のために。

ウッドワンの環境への取り組み。
健全な森林整備が、
重要な温暖化対策になります。
地球温暖化の最も大きな原因は二酸化炭素です。植物は光合成によって大気
中の二酸化炭素を吸収し、酸素を放出します。森林で樹木に吸収された二酸化
炭素は、大気中に放出されるまで、炭素として木材中に固定されています。しかし、
木が若いうちは生長が盛んで炭素固定速度と貯蔵量は年ごとに増加しますが、あ
る樹齢になると生長量が衰えるため炭素固定速度が低下し、木が成熟すると炭
素貯蔵量もほぼ一定となってしまいます。そのため、循環型の持続的な林業経営
を行い、再生産可能な木材・木質資源を有効に活用することは、重要な温暖化対
策として地球環境を守ることにつながり、これがウッドワンの理想とする姿なのです。

森林資源を保護しながら、
木材を永続的に収穫できます。
法正林施業とは、森林の年間生長量分だけ毎年伐採を行い、持続可能な森林
経営を行うことです。例えば30年伐期の場合、森を30区画に分け、1年生から
30年生までそれぞれの樹齢の木を同じ面積ずつ育て、30年生になった区画を
伐採し、その区画に再び植林します。このようにすることで、森林資源を保護しな
がら、毎年ほぼ同じくらいの木材を永続的に収穫することができます。

木を活かしたものづくりを通じて、森林を保全し、自然環境を守る。

こうしたウッドワンの企業活動を支えているのが徹底された森林経営です。

人に優しく高品質な商品をお届けするには、

木を育て、正しく管理し、安全・安心な加工・流通など

きめ細やかな経営体制を確立しなくてはなりません。

健全な森林経営を営むことで、暮らしを豊かにし、

地域社会に信頼をもたらし、未来へ美しい自然を残していく。

それこそが、ウッドワンがめざすべき環境への取り組みだと考えています。

法正林施業

森林と地球環境

1

製品へ 充実した幅広い
商品ラインアップを展開。

森林
育成
管理

森の育成から原材料の出荷まで
一貫した森林経営体制を確立。
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特集- 環境への取り組み

良質な木を育てるために、
森林資源を再生・活用します。

理想の木を求め、ニュージーランドの広大な森を活用し、苗木を育てることから始める。

それが、ウッドワンの植林事業です。時間と手間をかけて計画的に森林を管理することで、

木材の有効活用とともに、環境保全にも役立てています。

ギスボン地区

マスタートン地区

オークランド

ウェリントン

クライストチャーチ

ニュージーランド
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ウッドワンでは、ニュージーランドの全森林・全工場および、フィリピン、中国、日本国内
の木質建材工場でも森林認証を取得しています。環境、社会、経済の観点で適切な
森林管理が行われていることを審査するFM認証、製造・加工・流通過程におけるす
べての工程で認証材が適切に管理されていることを審査するCoC認証。この2つの
認証を取得することにより、一貫した森林認証製品の出荷体制を確立しています。

ニュージーランドの全森林・全工場で、
森林認証を取得しています。

ナウム森林

パツナム森林

マスタートン

オークランド
JNL本社

北島

ファレラタ森林

ワイララパ工場

ギスボン工場

ノースランド工場

トライボード工場

森林
育成
管理

約40,000haの森で、
森林経営を行っています。
1990年6月、ウッドワンはニュージーランド北島で森林経営権を取
得し、現在では約40,000haの森林経営を行っています。植林して
いるのは、ニュージーパイン®。約30年で樹高30～40mになるとい
う生長の早さとまっすぐに伸びることが特長です。
又、毎年植林面積の拡大を図っています。

ニュージーランドの植林事業

３０年サイクルで
計画的な植林を実施。
ニュージーランドでは約２５年で伐採され、梱包材の用途しかな
かったニュージーパイン®を、付加価値の高い木質建材として活用
するために、ウッドワンは標準伐期を３０～３2年とし、その間数度
の間伐と高い枝打ちをすることを森林経営の方針としています。

ニュージーランドの森林経営

日本の杉が６０年で用材となるのに対して、北米原産のニュー
ジーパイン®は多雨多湿で生育条件のよいニュージーランドで
は３０年という短期間で生長し、強度的にも申し分のない樹種
であることがわかったからです。

2

 30年
サイクル

植林

間伐

伐採 育林

1haあたり
約1,200本の
苗木を植えます。

良質な無節材に
仕上げるため、
手作業で枝打ちを
行います。

健やかに森を
成長させるため
間伐を行います。

約30～32年
育てたものを
原材料として
伐採します。

中国

ニュージーランド
ニュージーランドの約40,000ヘクタールの広大な森で植林・
管理を行っています。

フィリピン

日本

認証製品認証製品 認証製品

トライボート工場
〈FSC-C014781〉
ノースランド工場
〈FSC-C014204〉
ギスボン工場
〈FSC-C013437〉
ワイララパ工場
〈FSC-C009303〉

CoC認証 FM認証

全森林のFM認証
〈FSC-C013648〉

〈FSC-C041350〉

〈FSC-C058901〉

〈FSC-C023820〉

CoC認証

JUKEN SANGYO
（PHILS.）CORP.
〈FSC-C022435〉

CoC認証

CoC認証

世界中のすべての森林を対象とし、環境保全の点から見て適切
で、社会的な利益にかない、経済的にも継続可能な森林管理を
推奨することを目的として、1993年に設立されました。森林管理
のためのFSCの原則と基準の作成および維持を行っています。

FSC®（森林管理協議会）
森林を対象とした認証で、「10の原則」と「56の
基準」にもとづいて森林管理が適切に行われて
いることを審査機関によって認証します。

森林管理認証（FM認証）
森林認証のうち製造・加工・流通における認証で、認証
森林から出た木材を最終製品になるまで、すべての工程
で非認証材と混じらないよう適切に管理できているかど
うかを審査機関によって認証します。

CoC認証（加工・流通過程の管理認証）

森林経営の地を
ニュージーランドにした理由とは…

コラム［Column］ 〈FSC-C043904〉
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配送

工務店

家庭

売却

2012年度ハイライト

自家発電

補助材料（シート）
578.5万m2

梱包材（段ボール）
1,149万m2

ニュージーランド（一次加工）

上海
（二次加工）

フィリピン
（二次加工）

電気 16,196千kWh

エネルギー
電気 17,102千kWh

水
361,085m3

製品木材（原材料）投入量：31.2万m3

環境に配慮した事業活動を
着実に取り組みました。
ウッドワンでは、2012年度も持続可能な森林経営、安心・安全な製品づくりのみならず、

地球温暖化防止やバイオマス発電、廃棄物削減など環境に配慮したさまざまな事業活動を実施。

暮らし、社会、未来にとってよりよい取り組みを着実に行っています。

W O O D  O N E   E n v i r o n m e n t a l  a n d  S o c i a l  R e p o r t  2 0 1 3

電気
（一部）
11,488千kWh

電力会社
2004年6月より電気の
一部売却を開始しました。

木くず
44,362トン

ＣＯ2
10,202トン-ＣＯ2

化学物質（PRTR法対象）
26.9トン

水 廃棄物
2,795トン

特集-環境への取り組み② P07-08 資源の有効利用 安全で快適な製品づくり P19-24

「バイオマス発電」の実施 P15

安全で快適な製品づくり P19-24
地域・社会との交流 P25

輸送時の環境負荷軽減

有害物質・化学物質の管理 P16

廃棄物削減への取り組み P17

2012年度のマテリアルフロー（物質収支）

システムキッチン
「su: i j i（スイージー）」の
無垢扉を拡充

無垢の木のシステムキッチンに2つの新しい樹種が登場

住宅のドアや床材などの内装材とトータルコーディネートできるこ
とで好評のシステムキッチン「su:iji（スイージー）」に2つの新しい
樹種（オーク・メープル）を追加。

2012年度トピックス

P19

P18

地球温暖化防止に対する取り組み P15
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環境マネジメントシステム

ウッドワンでは、環境保全活動を継続的に実施し、環境パフォーマンスを改善する

ために、環境マネジメント組織を構築し、体制を整えています。各部門にブロック環

境管理責任者を置き、活動の進捗状況を管理し、その結果を、統括環境管理責

任者に報告しています。統括環境管理責任者は状況を踏まえて検討し、環境管

理責任者に改善すべき点を指示したり、環境管理委員会を招集し討議することに

よって、環境保全活動のスパイラルアップを図っています。

組織体制

環境経営のしくみ
持続可能な社会の実現に貢献するために、計画・実行・監査・見直しの
PDCAサイクルを整え、環境経営を推進しています。

2009年度をBMとして、2012年度環境目標を達成するために活動を進めてきました。その結果、環境に配慮した製品開発を目的に、PRTR

対象物質を2012年度15%削減を目標に活動した結果、57.3%の削減になり目標を達成することができました。環境負荷の低減活動では、

購入電力の削減を2012年度は3%削減を目標に活動した結果、4.9%の削減で、目標を達成することができました。

ISO14001を2001 年 4月に認証取得し、全社において環境保全活動の取り組み

を実施してきました。2012 年度は、ISO 統合（品質／環境）マネジメントシステム

の定期監査を受審しました。結果、「不適合（軽微）」及び「観察事項」の項目で監

査の報告が届きました。この監査報告書を検討し、統合（品質／環境）マネジメント

システムの改善に反映しました。

ISO監査
環境活動における環境マネジメントシステムの定着・運用・維持

を目的に、全サイトの統合（品質/環境）内部監査を実施してい

ます。事業所間の監査の他、ISO推進事務局の監査員による

監査を計画的に行っています。監査にあたっては独自のチェック

リストを監査員に配布・活用して精度を高めています。

監査結果は、全社にその内容を通知して、類似する問題の改善

を水平展開しました。

環境監査

各事業所は、漏洩事故など万一の緊急事態に備えて、作業手順書を整備し、日常的な対応状況をチェッ

クシートによりチェックするとともに、定期的な手順書の評価・見直し・改善を実施しています。

特に、各事業所の塗装工程から発生する溶剤の廃液は、万一事故が発生した場合、土壌汚染や水質汚

濁の原因となります。そのため、密閉できるドラム缶に集め、転倒・漏洩防止策を施しています。さらに、

これら廃棄物の保管してある場所では、オイルフェンス、土のうなど備品類を整備し、また、たとえ発見が

おくれても海に流出しないように海との境に漏洩防止の壁を設置するなど事業所外へ溶剤の廃液が流出

しないよう未然防止を図っています。

また、ウッドワンでは過去の工場火災を教訓に、火災を起こした５月１６日を「ウッドワン防災の日」と定め、

全事業所で毎年一斉に防災訓練を行い、防災意識の高揚に努めています。

緊急時への対応

個々の事業所では環境法規制一覧表等を作成し、遵守しなくてはいけない環境法規を一目で解るようにしています。また、環境管理推進

事務局では、環境情報の収集に努め、改正された法令について速やかに各事業所に伝達しています。また、各事業所でも条例・協定等

を確認し、環境法規制の更新を図り、法規制遵守に努めています。この結果、過去 12 年間、法令・条例等の違反なく活動を進めています。

規制遵守の状況

全社で環境経営を実践していくために定期的な教育や啓蒙活動を実施しています。

新入社員研修において、ウッドワンの経営理念と環境保全活動の関連など、環境に関する基本的な知

識を習得するためのプログラムを盛り込んでいるほか、各サイトにおいては環境に関する規定類の改訂

ごとに教育を行っています。

環境教育

環境目標と実績

W O O D  O N E   E n v i r o n m e n t a l  a n d  S o c i a l  R e p o r t  2 0 1 3 環境への取り組み

商品の設計・開発から受注、製造、検査、製品出荷、サービスまでの全ての事業活動に係わる部門において、

１．顧客の要求事項に対応した商品を提供するとともに、常に顧客満足度及び環境保全の向上を図るよう

に努め、統合マネジメントシステムの有効性の継続的な改善を推進する。

２．環境保全、資源保護に優れた資材の導入や、廃棄物の削減及び省エネルギーを推進し、環境汚染の

予防を図る。

３．部門及び階層で、目的・目標を設定し、定期的にレビューする。

４．法規制及び組織が同意するその他の要求事項を遵守する。

5．ウッドワンの統合マネジメントシステムに係わる全ての人々に統合方針を周知徹底し、品質及び環境保全

に対する教育・訓練を行うことにより、品質及び環境保全の意識の向上を図り、全員参加の活動を行う。

6．統合方針の開示を要求された場合は公開する。

２００８年４月１日

  　株式会社  ウッドワン　経営者   中本祐昌

経営理念のもとに以下の統合（品質/環境）方針を定める。

経　営　者

環境管理委員会

統括環境管理責任者

環境管理推進事務局

ブロック環境管理責任者

営業・販促部門

ブロック環境管理責任者

研究開発部門

ブロック環境管理責任者

生産・物流部門

防災訓練

消火器による初期消火訓練

業界一流のメーカーとして、本業を極め、本業に徹し、
一流の商品をお客様にご提供することを通じて、社会の発展に貢献する。

新入社員研修

経 営 理 念

統 合 （ 品 質 / 環 境 ） 方 針

環境に配慮した製品開発 ＰＲＴＲ対象物質2009年度比
原単位15%削減

環境目的 中期環境目標（2012年度）

2012年度目標達成
（57.3%削減）

環境負荷の低減 購入電力2009年度比
原単位3%削減

2012年度目標達成
（4.9%削減）

実　　績
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ニュージーランド植林事業の環境会計

環境会計
ウッドワンでは2003年度から環境会計を導入し、効率的な環境負荷の削減に活用しています。

2012 年度の環境保全コストのうち、投資額は発生しませんでした。費用額は 228 百万円で、前年と比べ 10.9% の減少となりました。

環境保全効果については、省エネの推進を図った結果、電力購入量は前年に比べ、4.9% 減少しました。また、廃棄物総排出量は前年に

比べ、0.4％の削減になりました。環境保全対策に伴う経済効果はバイオマス発電で発電した電力を売却したことにより117 百万円の収入

がありました。

集計範囲：株式会社ウッドワン

対象期間：2012年4月1日から2013年3月31日

集計方法：環境会計ガイドライン2005年版を参考に、ウッドワンの事業を配慮した独自の区分により集計

2012年度環境会計

植物は光合成によって、大気中の CO2 を吸収し、炭素を樹体に固定して、酸素を

大気中に排出します。このため森林は、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの

ひとつである CO2 削減の有効な手段として注目されています。１９９７年１２月に京都

で開催された気候変動枠組条約第３回締約国会議では、森林によるCO2 の吸収を

温室効果ガス削減の手段として活用することが決まりました。ジューケンニュージー

ランドリミテッド（JNL）が経営する 40,０００ha の森林の内、ニュージーパイン によ

る CO2 の吸収量は、年間 76 万トン -CO2 になります。

CO2の“吸収源”としての森林

2012年度環境会計の概要

W O O D  O N E   E n v i r o n m e n t a l  a n d  S o c i a l  R e p o r t  2 0 1 3 環境への取り組み

木くずによる自家発電にかかる費用

廃棄物削減・処理費用

ホルムアルデヒド、VOC対策費用

環境に配慮した製品の研究開発費用

大気汚染、水質汚濁、騒音・振動防止費用

環境負荷物質の測定、EMS関係の費用

バイオマス発電

省資源・リサイクル

商品の化学物質対策

環境に配慮した製品開発

公害防止

管理活動

主な取組内容区　　分

（単位：百万円）
2012年度

－  

－  

－  

－  

－  

－  

0

174

40

6

0

7

1

196

44

3

5

7

1

228

投資額 費用額

環境保全コスト

合　　計
※人件費については、時間に全社平均賃率を乗じて計上しています。※減価償却費については財務会計上の金額を計上しています。　※複合コストについては原則１００％環境保全目的のコストを計上しています。

投資額 費用額
2011年度

有価物売却

区　　分 主な内容

売電収入

環境保全対策に伴う経済効果

金　額

117

（単位：百万円）

電気購入量（千kWh）

水資源投入量（m3）

温室効果ガス排出量（トン-CO2）※

廃棄物等総排出量（トン）

化学物質（PRTR法対象）（トン）

環境パフォーマンス指標（単位）
環境保全効果

前期との差

1,088

-133,063

721

10

25.1

環境保全効果

2012年度

17,102

361,0８５

10,202

2,795

26.9

18,190

228,022

10,923

2,805

52.0

2011年度

JNLが経営する40,000haの
森林のうち、ニュージーパイン  による

CO2吸収量（年間）

CO2吸収量：76万トン-CO2 208万人の呼吸量
208万人の呼吸量に相当する
CO2を吸収したことになる

温室効果ガスであるCO2 は、森林で樹木に吸収された後も、炭素として木材中に固定

されています。そのため木材製品は、燃やされたり、微生物によって分解されたりして、

再びCO2 として大気中に放出されるまでの貯蔵庫であるといえます。木材製品を生産

することは、植林で吸収した CO2を、炭素として固定する貯蔵庫を生産しているといえ

ます。JNL が２０12 年度に創出した木材の量は 717,760トンでこれによる炭素固定量を

CO2に換算すると、59.2 万トン -CO2 でした。

CO2の“貯蔵庫”としての木材

CO2固定化量：59.2万トン-CO2
40坪の木造住宅28,710戸分の
木材を創出したことになる

40坪の木造住宅28,710戸分
JNLの育林による2012年度の
木材創出量は、717,760トン。
これによるCO2固定化量

2011年度

2012年度

年　度 環境保全効果
CO2吸収量

CO2固定化量

129万トン-CO2

65.4万トン-CO2

CO2吸収量

CO2固定化量

76万トン-CO2

59.2万トン-CO2

植林・育林コスト
ニュージーランド植林事業の環境会計

創出した木材の量
投資額 費用額

1,406百万円 5,470百万円

1,310百万円

2011年度

2012年度

年　度 木材創出量

6,356百万円

792,272トン

717,760トン

R

R

－  

－  

－  

－  

－  

－  

0 256

※「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく「温室効果ガス排出量の算定・報告制度」において報告された数字です。なお、CO2排出係数は同法「施行令」の換算係数（購入電力は
0.555kg-CO2/kWh）を使用しています。
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事業活動にともなう環境負荷低減のための取り組み
省エネルギーや省資源など、生産や販売などの事業活動に伴う環境負荷の低減にも努めています。

ウッドワンでは、特に生産工程で電気を多く使用しており、省エネが重要な課題となっています。このため、生産工程におけるロスの改善

や、電力消費量の多いコンプレッサーのエアー漏れ対策および、電動機の省エネタイプへの変更等の消費電力対策などを実施し、電力

消費の抑制に努めています。環境目標の購入電力 2009 年度比原単位（生産高）3％削減は、4.9% の削減で達成しました。総量では、前

年度比 6.0% の電気使用量削減となりました。

ウッドワンでは月間約 500t 発生する木くずを有効利用するため､1980 年に愛知県の蒲郡工場にバイオマス発電設備を初めて導入しました。

以後 2010 年 7 月までは､3ヶ所で 8400kWh の発電設備が稼動していましたが、蒲郡工場の統廃合により蒸気使用量が激減したため、

蒲郡工場のバイオマス発電設備を廃止しました。現在では、2ヶ所で 5900kWh を発電しています。バイオマス発電設備から得られる電力

で全使用電力の約 50%をまかなっています｡※1また発電過程において発生する蒸気を生産工程で利用し､コージェネレーションを実施して

います｡こうしたバイオマス発電は大気中の CO2 を増加させないクリーンなエネルギーとして注目されており､2003 年 4 月施行の RPS 法※2

により､各電力会社はこれら新エネルギーを利用した電力を､一定量確保する事が義務付けられました｡今後地球温暖化防止､省エネと

しての大きな効果が期待されています｡ウッドワンでも 2004 年 5 月に､経済産業省よりバイオマス発電所の認可を受け､3 直フル発電によ

る売電を実施しています｡2012 年度は、計 11,488 千 kWh の電力を販売しました。

バイオマス発電所

設置工場 設置年
本社工場（広島県）
本社（串戸）工場（広島県）

１９８７年
１９８9年

※1　串戸工場発電所における発電量のうち生産工程における自家消費分については、グリーン電力証書システムに参加し、その環境価値を第三者に移転しています。
※2　RPS（Renewable Portfolio Standard）法；電気事業者による新エネルギー等の利用に関する特別措置法。地球温暖化対策として、経産大臣が新エネルギーの利用目標を定め、その基準利用量を電気事業者ごと

に設定、利用を義務付けたもので、新エネルギーとしては、風力、太陽光、地熱、小規模水力、バイオマス発電の5種類があります。

生産活動にともなう環境負荷の発生を最小限にするために、大気や水質などの汚染予防活動を実施しています。そこで、まず各事業所

の実態を把握するために、環境側面を抽出し、社内基準の環境リスク基準をもとに評価しています。評価の結果、環境影響が大きいと判

断された著しい環境側面に対しては、環境目的・目標を設定して改善活動をしています。また、作業手順書に落とし込み、その基準を遵

守することにより、環境負荷の低減と汚染の未然防止に努めています。

保管庫

ろ過器

２００８年４月より、「廿日市桂公園測定局（一般局）」の開設にともない、ウッドワンの本社のある廿日市地区に

おいて、光化学オキシダント※1の緊急時発令が実施されることになりました。ウッドワンでは、広島県環境対策

室からの依頼を受け、大気汚染緊急時における排出ガス量等の削減に協力することになっています。

ウッドワンは、バイオマス発電をしており発電所からでる大気汚染物質には、窒素酸化物、硫黄酸化物等があ

ります。その中で、光化学オキシダントの原因となる窒素酸化物を主に削減することになります。ＳＯｘ（硫黄

酸化物排出量）、ＮＯｘ（窒素酸化物濃度）ともに法規制値以下を遵守していますが、発令があると、さらに

総量規制を敷き環境汚染の進行及び健康被害の発生を防止していきます。

大気汚染防止

ウッドワンの生産工場の多くは、海または河川に面しているために、工場排水がそのまま海に流れ

てしまうと海洋汚染や河川の水質汚濁につながります。従来から、排水については自主基準を設

けて管理してきましたが、工場から排水を一切流さなければ、水質の汚濁もなくなるため、排水ゼ

ロを目指して活動してきました。現在では、工程から出る排水は、ボイラーの管理された排水とコン

プレッサーのろ過された排水のみとなっています。また、万一の漏洩事故等の緊急事態に備えて

作業手順書や監督官庁への連絡網も整備しています。今後も現状を維持管理し水質汚濁防止を

図っていきます。

水質汚濁防止

ウッドワンでは、PRTR法※2の施行を受け、使用化学物質を管理し、排出量や移動量の届出をしています。

環境へ排出している物質で届出対象となった物質は、ジクロロメタン、トルエン、ホルムアルデヒドでした。環境目標のPRTR対象物質2009年度比原単位

（生産高）15％削減は、2012年度原単位（生産高）48.8％削減で目標を達成しました。総量では、ジクロロメタンは前年度比50.1％削減、トルエンは34.7％

削減となりました。

化学物質の管理

※1　光化学オキシダント；工場の煙や自動車の排出ガスなどの大気中に排出された窒素酸化物や炭化水素が、太陽光線によって複雑な光化学反応を起こしてつくられるオゾン、PAN、アルデヒドなど酸化性物質の総称で、
その約9割はオゾンです。光化学オキシダントによる大気汚染を光化学スモッグといいます。

※2　PRTR法；特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律。第一種指定化学物質の排出量および移動量が年間1t以上（特定第一種は0.5t以上）使用する事業者はその物質につい
て国に届出をすることが義務付けられています。

※3　PRTR法の改正により、指定化学物質から削除されたため、届出対象外となりました。
※4　PRTR法の改正により、取扱う塗料等に含まれる量が1.0％以下の含有率でも届出対象となりました。

ボイラー（本社）

「バイオマス発電」の実施

地球温暖化防止に対する取り組み 有害物質・化学物質の管理
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購入電力量自家発電量
使用電力量の推移

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
（千kWh）

（年度）2010

18,426

18,007

使用量売電量

0

10,000

20,000

30,000

40,000
（千kWh）

（年度）

発電量の推移※1

2010

18,007

10,731

（単位：トン/年）

化学物質名 使用量（2012年）PRTR番号

届出対象物質

186

300

411※4

ジクロロメタン

トルエン

ホルムアルデヒド

　   合　　計

42.6

7.7

1.7

52.0

使用量（2011年）使用量（2010年）

2009

14,910

18,277

2012

17,102

16,196

2011

18,190

16,891

2012

16,196

11,488

2011

16,891

10,929

2009

18,277

9,152 51.4

5.9

ー

59.9

23.4

3.5

1.3

26.9
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事業活動にともなう環境負荷低減のための取り組み

循環型社会の構築のためには、廃棄物の発生抑制、再使用、資源化の促進が必要です。ウッドワンでも廃棄物の削減を重要課題として

位置づけ、抑制を最優先に活動しています。それでも発生したものは、熱回収等でリサイクルに利用しています。

2012 年度は、前年度比 0.4% 削減することができました。引き続きリサイクル促進に取り組み、廃棄物の削減はもとより最終処分で有効

活用できるように努めていきます。

ごみゼロ・リサイクルを推進するために、分別収集の徹底を継続、運用管理していま

す。廃棄物置場のレイアウトを決め、そこに収集する廃棄物を明確に区分することで

従業員への周知徹底・分別収集のレベルアップを図っています。

分別収集の徹底

廃棄物削減への取り組み

建築中の施工現場において、一般的に階段などは保護

シートを用意する必要がありますが、ウッドワンでは梱包材

を有効利用することで省資源に努めています。階段部材

の梱包用ダンボールは施工現場で開梱後、施工中のキ

ズを防止する保護材として使用できます。

また、ウッドワンでは１本の木を有効活用するため、ニュー

ジーパイン  の原木から製品用として取ったものの残材（芯

材）を物流用のパレットとして使用しています。このパレッ

トは客先で有効活用されるとともに、適宜回収して資源の

有効活用をさらに進めています。 

資源の有効活用

輸送手段としてはトラックが中心ですが、ウッドワンでは環境への影響を考え、モーダルシフトを推進しています。実例として、北海道への

輸送は船を利用しています。また、一部を鉄道コンテナへ変更するなど、環境負荷の低い輸送手段に転換しています。物流倉庫での作

業においてはフォークリフトを軽油車からバッテリー車に変更することで社内でも環境負荷の低い運搬手段をとっています。       

また、積み山を一定にしたり、パレット枚数を減らしたりすることでトラック１台当りの積載量を増やし、トラック台数の削減にも努めています。

さらに、ドライバーの安全教育とともにアイドリングストップを励行しています。

排出ガスの削減

輸送時の環境負荷低減

廃棄物置場 オフィスのリサイクル箱

保護材として再利用可能な階段部材のダンボール

自社製パレット

主な廃棄物の排出量推移

0

1,000

2,000

3,000

5,000

4,000

金属くず 廃プラスチック燃え殻 廃油（トン）

（年度）
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R
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7
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9
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安全で快適な製品づくり
大切に育てた木を、お客さまのライフスタイルや社会のニーズを満たしながら、安心して使える環境配慮製品としてお届けします。

ウッドワンでは、資源としての木材を有効に活用するために、自ら植えて育てたニュー

ジーパイン のあらゆる部位を、建築用材に加工しています。太い幹の部分は無垢材

や集成材に、中間部分は合板やＬＶＬに、先端部分は「トライウッド」（ストランド（木の

薄片）をファイバー（繊維）ではさみ込み三層構造のボードとしたもの）に加工するこ

とで、それぞれの部位の特徴を活かし、有効に活用しています。

ウッドワンでは、ロングライフ住宅を実現するための技術・部材開発を行うことで、省エ

ネルギー、省資源などの地球環境保全に貢献しています。その代表的なものがＳＩ住

宅※1です。ＳＩ住宅とは、住宅の構造部分をＳ（スケルトン）、それ以外の非構造部をＩ

（インフィル）に区分した住宅です。Ｓに耐久性の高い構造部材を使用することで長持

ちし、またＩを自由に簡単に取替え可能な内部空間とすることで、住まい手のライフスタ

イルの変化に合わせたリフォームが実現でき、長寿命化につながります。ウッドワンでは

「生活価値創造住宅開発プロジェクト（ハウスジャパンプロジェクト※2）」に参画し、戸

建住宅のＳＩ対応技術の開発に取り組みました。そして、SI住宅を実現するために、　

耐久性の高い構造部材の開発、　強固な構造、　リフォームしやすい内装部材の開発

などの、ウッドワンの技術が活用されています。

ＳＩ住宅では可変自在なインフィルが不可欠ですが、現状のリフォームでは内装部材の取り外しが難しく、リフォームしない部分の壁も傷つ

けるためにクロスの張り替えが必要になるなど、リフォーム工事が大掛りになっていました。これらの問題を解決するために、ウッドワンは従

来の施工方法の考え方を逆転させた後付け施工の考え方を追究し、リフォームやメンテナンスに容易に対応できる部材を開発しました。こ

れらの開発製品を組み合わせることにより、リフォーム工事を容易にするだけでなく、現場での加工や養生の手間を最小限に抑え、廃棄

物の削減に努めています。

木造住宅の構造部には、木材を薄く削った単板を積層接着し、

強度のばらつきや反りねじれといった木材の欠点を改良した工業

化木材、いわゆるエンジニアードウッドの構造用LVLを製品化し、

これによって住宅構造躯体の精度を向上させました。さらに、土台、

大引、通し柱等といった住宅のなかで最も耐久性を要する部分に

は、構造用LVLの優れた薬剤浸透性を活かして木材の内部まで

防腐防蟻処理した「JWOODEX」を開発し製品化しました。これ

らの技術によって、ウッドワンは住宅性能表示制度 ※3における

「劣化の軽減」住宅型式認定※4で最高等級の等級３を取得し、 

７５～９０年耐用住宅のスケルトンシステムが実現しました。

長寿命製品の開発～ＳＩ住宅

資源の有効利用
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同梱定規にて下地材の
位置決め

ステイプルで下地材の
本固定

化粧材の取付け

JWOODEXの特長
■断面の奥深くまで防腐防蟻処理された高耐久材料
■人や環境に負荷の少ない低毒性薬剤を使用
■木材の欠点である反りねじれを克服
■内部まで乾いているので施工後の乾燥収縮がなく、建物のがたつきを最小限に抑える

EX　　　 （筋交い）

通気胴縁EX

間柱EX 床版EX

壁合板EX

EX　　　 （土台・大引・通し柱） EX　　　 （管柱） 床版／添え板EX

EXシリーズで
「劣化の軽減･等級3」クリア

躯体接合金具で簡単に取り付け、取り
外しが出来る開口部枠です。従来のビス
とボンドで施工する枠材は取り外しに手
間がかかりました。躯体接合金具付き枠
材は、将来のリフォームの際に簡単に枠
材の取り外しが出来ます。

巾木を床に接する部分と、壁に取り付
ける部分に2分割した巾木です。床を
貼り替える時は下の巾木だけを取り外
せるので、壁のクロスの張り替えが不
要になりました。また、内装工事の最
後に床工事に入ることもでき、工事中
の養生が必要ありません。

今までの真壁の和室は、洋室へのリフォームが難しかったのですが、大壁
の部屋に柱、鴨居、長押などの造作材を後付けにすることで和室になり、
取り外すだけで洋室に簡単に変更できます。

廻り縁・付長押・付鴨居・付柱に、下地材＋化粧材の二重構造を採用。
化粧面からのフィニッシュネイルでの施工は無用。美しく強固に後付けできます。Ｓ

（スケルトン）
長持ちする構造部分

Ｉ
（インフィル）

自由に可変できる内部空間
1

2 3

● 躯体接合金具付き枠材 ● 二重巾木 ● 和風造作材（大壁用）

● 造作部材は二重構造。化粧面を傷つけず、後付け施工を実現

トライウッドとして

LVL（単板積層材）
として

集成材として

無垢材として

     ＳＩ住宅を実現させるための技術 Ⅰ　耐久性の高い構造部材の開発

     ＳＩ住宅を実現させるための技術 Ⅲ　リフォームしやすく、簡単施工の内装部材の開発

EXシリーズ製品

※1　ＳＩ住宅；住宅の構造部分と内装部分を区分して住宅の長寿命化を図る技術。集合住宅や大型建築物にもＳＩの考えが取り入れられ始めています。
※2　ハウスジャパンプロジェクト；旧通産省が1994～2000年度に実施した国家プロジェクトで、ゼネコン、ハウスメーカー、建材メーカー等34社が良質な住宅ストック形成のための技術開発を行いました。
※3　住宅性能表示制度；住まいの性能を9分野に分け、共通の基準（モノサシ）で第三者が等級や数字で表示する制度。2000年より運用開始しました。
※4　「劣化の軽減」住宅型式認定；土台、柱の腐りにくさといった劣化を軽減する部材の組合せを認定したものです。
※5　「構造の安定に関すること」住宅型式認定；住宅構造の耐震性の程度を認定したものです。

品質安定性の高い
構造用単板積層材「JWOOD」

強度のばらつきや反りなどの木材の欠点を改良した工業化木材、エンジニアードウッドの構造用単板積層

材（商品名：JWOOD）は寸法精度が高く、乾燥による縮みがないので、従来の製材と比べて木造住宅

の構造部材の接合部を強固にし、地震に強い長寿命木造住宅が可能になります。また、JWOOD構法

は「構造の安定に関すること」住宅型式認定※5の最高等級の耐震等級３を取得し、耐震性の高い構造

躯体を実現しました。また、「強度のバラツキが少ない」JWOODは、梁下の柱を減らし大きな内部空間

が作れることから、間取りの自由度を高めています。

     ＳＩ住宅を実現させるための技術 Ⅱ　強固な構造「JWOOD構法」2

1

3

R

木軸を活用した簡単施工で、収納間仕
切をスピード施工。

● らく壁くん４５ 
間柱＋ランナー材の施工システムで
間仕切のスピード施工を実現。

● らく壁くん１０５ 

金具施工を基本にセルフビルド感覚で後間仕切り。
● 間仕切り壁収納

● 木軸のカットした部分はキャップトップで簡単施工
専用のキャップトップを使うと面合わせが簡単。

反り・狂いが極めて少なく、強度に優れたＬＶＬ野縁セットを井桁組みに
して活用することで、天井・床がちの施工が実現できます。また、間仕切
位置の変更にも容易に対応し、省令準耐火基準にも適応しています。 

● 野縁さん

地域工務店の「長期優良住宅」認定取得をサポート

c o l u m n

ウッドワンでは、地域工務店による「長期優良住宅」建設をサポートするため、設計から施工、維持管理まで住宅情報を一元管理できる「ワンズネットサ

ポートシステム」を提供。今後も地域工務店に対してさまざまな支援を行って参ります。

奥行きは、収納・飾り棚として活用。 配線の対応にも配慮。
壁内空間を配線スペース
として活用。
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安全で快適な製品づくり

製品の化学物質対策

ウッドワンでは以前よりホルムアルデヒド低減対策を進めてきまし

たが、２００３年７月の建築基準法改正にあわせて、製品の基材

や使用する接着剤を見直して、同年７月１日より全製品約１８０

品種１００ ,０００アイテムについてホルムアルデヒド放散量が最も

少ない区分であるＦ☆☆☆☆対応商品に切り替えました。

JAS 製品については JAS に定められた定期試験を実施し、

JAS 以外の製品についても同様に定期的にホルムアルデヒド

放散量試験を実施しています。また、ホルムアルデヒド低減化

建材の開発に取り組むなど、さらなる製品の改良によってホル

ムアルデヒド放散量の低減化を継続的に取り組んでおり、安心

して暮らせる住宅部材の提供を行っています。

ホルムアルデヒド対策

ウッドワンでは有害な化学物質を含有しない、

天然植物成分で作られた自然塗料を塗装した

商品シリーズを展開するとともに、2009年から

は（一社）日本建材・住宅設備産業協会をはじ

めとする各業界団体が制定した「住宅部品Ｖ

ＯＣガイドライン」に基づき、木質材料が４ＶＯＣ

（トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン）

放散基準に適合していることを示す「４ＶＯＣ

基準適合」（建産協の登録商標）の設定を取

得し、自主表示を行なっています。 

また、厚生労働省も１３の化学物質を対象に室

内濃度指針値を制定しています。ウッドワンで

は2003年度にＶＯＣ対策基本方針を設定し、

厚生労働省の室内濃度指針値を下回る自社基準を設け、低ＶＯＣ対策を進めています。

VOC（揮発性有機化合物）対策

W O O D  O N E   E n v i r o n m e n t a l  a n d  S o c i a l  R e p o r t  2 0 1 3 社会への取り組み

（単位：μg／㎡）

ホルムアルデヒド
トルエン
キシレン
エチルベンゼン
スチレン
パラジクロロベンゼン
フタル酸ジ-n-ブチル
テトラデカン
フタル酸ジ-2-エチルへキシル
ダイアジノン
アセトアルデヒド
フェノブカルブ
クロルピリホス

厚生労働省室内濃度指針値対象13物質に対するウッドワンの対策基本方針

化学物質名

F ☆☆☆☆

4VOC基準適合

低VOC対策

不使用（使用禁止）

VOC対策状況

建築基準法

業界団体
自主基準

自社基準

建築基準法

対策基準

100
260
870
3800
220
240
220
330
120
0.29
48
33

1（小児は0.1）

厚生労働省
室内濃度指針値

ホルムアルデヒド放散量基準に対する建築材料と面積制限

旧Fc0、E0より
上位レベル

改 正 後
使用する建築材料

平均値 最大値
面積制限基準値表示記号

居室の種類、換気回
数によって、使用できる
面積が制限されます。

F☆☆☆製品（旧Fc0、E0レベル）

F☆☆製品（旧Fc1、E1レベル）

上記以外

面積制限なし

使用禁止！！

F☆☆☆☆

F☆☆☆

F☆☆

  -

0.5mg/ℓ

1.5mg/ℓ

5.0mg/ℓ

0.3mg/ℓ

0.7mg/ℓ

2.1mg/ℓ

7.0mg/ℓ

0.4mg/ℓ 無垢材
F☆☆☆☆製品

特に問題！ホルムアルデヒド
その他のVOC

・・・・・
・・・・・・・

低温で揮発→
沸点50℃～（物質により沸点は違います。）

ホルムアルデヒド VOC

■住宅の気密性が高くなってきた！
■住宅の化学物質の濃度が高い！

シックハウス症候群　その原因は
物質名

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

スチレン

主な用途
接着剤

塗料・有機溶剤

塗料・有機溶剤

樹脂原料

沸点
ー21℃

110℃

140℃

195℃

咳や鼻水が出る

アレルギー症状

頭がいたい

吐き気

目がチカチカ

体がだるい

■熱伝導率とは？
厚さ１メートルの板の両端に１℃の温度差があるとき、その板の表面積１㎡を通して

１秒間に流れる熱量のこと。熱の伝わりやすさを示します。

■木肌のぬくもり
木は鉄やコンクリートに比べて、熱を伝えにくい性質があります。このため、物体に

触ったときに体から物体へと逃げる熱の移動は、木はほかの材料よりも遅くなります。

熱伝導率が小さいほうが熱の移動が遅く、触ったときに温かく感じます。

■実際に体感してみよう
手足が熱伝導率の大きい物質（＝鉄・コンクリートなど）に触れたとき、手足の熱が

物質に速く伝わり、一瞬にして手足の表面の熱を奪うので「ひやっ」と感じます。

手足が熱伝導率の小さい物質（＝木材・断熱材など）に触れたとき、手足の熱が物

質に遅く伝わり、ゆっくりと手足の表面の熱を奪うので「温かい」と感じます。

※ピノアース、オーク、ウォルナットは当社試験による。
　そのほかは文献値より。
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0.1069 0.1151

0.1739 0.1742
0.1279

1.09

44.88

（W/m・k）

社会問題化したシックハウス

c o l u m n

住宅や学校、オフィスに使われる建材などから放散された化学物質によって目や喉の痛みなどを

引き起こすシックハウス（シックビル、シックスクール）の症状を訴える人が増えて、社会問題化して

います。シックハウスは化学物質の中でも揮発しやすい揮発性有機化合物（VOC）が原因物質

とされています。国土交通省が２００３年７月に建築基準法を改正、また厚生労働省も化学物質の

室内濃度指針値を公表するなど、国もシックハウス対策に乗り出しています。建築基準法改正前

から現在まで国が実施した新築住宅の VOC 調査結果では、改正前に比べ改正後は特にホル

ムアルデヒド指針値超過住宅の割合が激減

し、その他の VOC についても同様に減少しま

した。このように室内環境は改善されましたが、

依然シックハウス事例が報告されています。こ

うした中、シックハウス症候群は２００４年６月か

ら保険病名に加えられています。

木のはなし「木肌のぬくもり̶熱伝導率」

c o l u m n

ひやっ あったか～い

R R

合成樹脂の厚膜を形成することにより床
材表面の耐傷性を高めており、一般の合
板基材縁甲板より表面硬度が高く表面
割れも生じにくくしてあります。また、WHF
加工はスチレン等のVOCを大幅に低減
しており、従来のWPC床材に比べ、より
健康住宅に対応した床材と言えます。

表面化粧単板の空隙に樹脂を注入し、熱圧硬
化させて表面硬度・耐摩耗性を高めたもの。

合板

WPC WHF

これまでの縁甲板に使用していたWPCフローリングでは、スチレンモノマーを多く使用していました。スチレンモノマーはVOCであり環境

ホルモンでもあることから、残存するスチレンモノマーによる環境および健康への問題が懸念されていました。このため２００１年度よりWPC

フローリングをWHFフローリングに切り替えました。WHFフローリングは、木目の柔らかい部分をブラッシングして削り、ここに、無溶剤の

塗料を塗布して固め、突板表面を強化させる技術です。これにより環境ホルモンやVOC放散量を大幅に削減しました。

環境ホルモン対策

化粧単板

合板

ハードコート

化粧単板

表面塗装

樹脂
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安全で快適な製品づくり

その他の環境にやさしい製品

W O O D  O N E   E n v i r o n m e n t a l  a n d  S o c i a l  R e p o r t  2 0 1 3 社会への取り組み

ウッドデッキ製品は、枕木などを除く屋外向け防腐防蟻処理の中で最も厳しい基準であるJASのK4※1相当の防腐処理を行っています。

一般に、ウッドデッキはチークやボンゴシなどの腐りにくい天然木や、薬剤処理された木材が使われます。天然木は伐採量が限られており、

乱伐による環境破壊も懸念されます。ウッドワンは、再生可能な植林木であるニュージーパイン の薬剤浸透性の良い特性を活かし、内部

まで防腐剤を注入処理した耐久性の高いウッドデッキを製品化し、木材の有効利用に努めています。

ニュージーパイン を防腐防蟻処理したウッドデッキ製品。
野外杭試験で従来のSPF（スプルース・パイン・ファー
の総称）材よりも高い耐久性が確認されました。

ニュージーパイン
注入処理材

SPF
無処理材

ウッドデッキ

0 60 120 180 240（経過時間）

（低減率）

80%

60%

40%

20%

0%

100%

サラッとM（クリア） 石こうボード＋ビニルクロス

初期濃度4.5ppmホルムアルデヒド低減率※3

※1　JASのK4：JAS（日本農林規格）において、木材保存処理の程度を5段階に区分。K4基準は屋外使用で10年の耐用年数を想定した処理です。

※2　バーミキュライト；天然鉱物の一種で、身近ではガーデニングの保水材として使用されています。インターネットの一部の情報源ではバーミキュライトにアスベストが含まれている可能性があると伝えていますが、サラッとM
のベースであるモイスの原料のバーミキュライトにはアスベストは一切含まれず、厳しい原材料管理のもとで製造されています。

※3　ホルムアルデヒド低減率；初期濃度に対する濃度低下の程度を％で示したもの（各時間のブランク濃度-各時間の濃度）／初期濃度×100［％］
※4　「モイス/MOISS」は三菱商事建材株式会社、三菱マテリアル建材株式会社の登録商標です。

■木の色調
「木はあたたかいイメージがある」といわれます。それは木の色がＹ

Ｒ系（黄赤系統）の色であり、暖色の色相に属しているからです。

同じく暖色の色相には、たき火の色も含まれます。このため、木

材がベースとなった空間は「あたたかい」「和んだ」イメージを与

えます。

■木の経年美化
木は使い込むにつれ、色に深みが増していきます。たとえばピノアースＮＬ色は、

はじめは暖色のＹＲ系で明度が高く、赤みが少なく、明るくさわやかなイメージが

あります。その後、時が経つにつれ徐々に「あめ色」に近づいていき、明度がや

や低くなり、より暖かみが増して和んだイメージを与えてくれます。これがピノアー

スの飽きのこない、長く親しまれる理由です。■調湿の必要性
人間は放熱や発汗などによって、体温を調整しています。発汗は人間

のさまざまな代謝にも関与し、生理機能の維持にとって大切です。した

がって、発汗を適度に促す環境は健康を保つために重要で、調湿はそ

の環境づくりに欠かせない要素であり私たちの健康に大きく影響して

います。湿度の著しく高い、あるいは低い部屋で長時間過ごすと不快

感を覚えるのは、生理機能がうまく働いていないからです。

■住宅内で発生する湿気
湿気は人間の身体から発生するほか、住宅内では炊事、石油・ガスによる

暖房などからも発生しています。これらの水蒸気は換気や内装材による吸湿、

窓面の水滴となって減少していきますが、一部は壁内、床下、小屋裏に入り

込み、結露の原因となります。調湿性は住宅内の結露を防ぎ、カビや腐れの

発生を抑える効果があります。木は優れた調湿性をもっているため文化庁

では収蔵庫などの建築設計で、木造の床と内壁を推奨しています。

■「ピノアース」の吸湿性能
１０畳間の空間では、「ピノアース」（ニュージーパ

イン　自然塗料）は約１リットル（牛乳パック１本分）

の湿気を吸湿してくれます。 部　位 面　積
ピノアース

ニュージーパイン　
自然塗料

ピノアース
ニュージーパイン　
レギュラー塗装

樹脂シート
＋

コンビットストライプオークV

床

ド ア

クローゼット

羽 目 板

合 計

16.56m2

1.70m2

3.81m2

10.92m2

32.99m2

505.1g

51.9g

116.2g

333.1g

1006.3g

173.9g

17.9g

40.0g

114.7g

346.5g

120.9g

0g

0g

－

120.9g

10畳間における各材料の吸湿量（g）

ピノアース（ニュージーパイン　自然塗料）は木の調湿性能を最大限に活かします。

10

8

6

4

2

0
10R 2.5YR 5YR 7.5YR

色 相
10YR 2.5Y 5Y

暖色系範囲

明 

度

ピノアース NLピノアースNL（4年経過）

あめ色に経年美化
ピノアース HB

ピノアース MB

ピノアースNL

ピノアースNL（4年経過）

ピノアースHB

ピノアースMB

8.9YR

7.2YR

6.8YR

7.5YR

7.3／4.5

6.6／5.7

6.6／5.7

5.0／6.0

色相 明度／彩度

黄赤10畳間

1ℓ

サラッとＭは、天然鉱物のバーミキュライト※2、ケイ砂などの天然素材から作られた無機系建材モイス※4を

ベースに、飽きのこないシンプルな表面加工と着色を施しデザイン性を高めた内装壁材です。バーミキュ

ライトには化学吸着機能があり、シックハウス原因物質であるホルムアルデヒドを吸着固定化し、水や二

酸化炭素などの物質に無害化します。このほか生活臭の消臭機能、室内の調湿機能に優れ、環境にも

人にもやさしい製品です。

調湿内装壁材「サラッとＭ」

c o l u m n

木のはなし「木の呼吸̶天然の調湿性」

c o l u m n

木のはなし「木の色調̶色彩心理」

R

R

R

R R

R

R

23 24



地域・社会との交流
社会の一員として、地域や社会の皆さまとの交流や、環境・文化活動を積極的に支援しています。

機関投資家向け決算説明会を実施
ＩＲ情報の積極的な開示を目的に、半期ごとに東京で開催してい

ます。業績の報告および見通し、営業戦略、商品戦略、また経

営方針などについて説明することで、機関投資家の方々にウッド

ワンの事業に対する理解を深めていただいています。

岸田　劉生「毛糸肩掛せる麗子肖像」

ウッドワン美術館による展示
ウッドワンが所有する美術品約８００点を展示・公開する美術館と

して１９９６年に開館しました。ウッドワンの文化発信基地として地

域貢献に努めています。

W O O D  O N E   E n v i r o n m e n t a l  a n d  S o c i a l  R e p o r t  2 0 1 3 社会への取り組み

より幅広い方に、ウッドワングループの環境保全に対する取り組み

を紹介するため、２００１年５月よりホームページ上に環境関連情

報を公開しています。

ホームページでの情報開示

廿日市市が推進する「エコなライフスタイルを目指して」をテーマ

に「はつかいち環境フェスタ2012」が開催されました。

地域住民の方々とのコミュニケーションの場として、ウッドワンも出

展し、環境ＰＲを行いました。

はつかいち環境フェスタ2012

主な環境・
社会活動のあゆみ

● 中本林業（現ウッドワン）設立、製材及び山林事業を開始１９５２年

● 山林事業部を分離、中本造林株式会社として設立１９５９年

● 本社工場に自家発電装置を導入１９８７年

●
●
本社工場に２か所目の自家発電装置を導入
中本造林が平成元年度農林水産祭の林産部門で天皇杯受賞

１９８９年

● 創立４０周年を記念してテレビ番組「地球を救え！甦るか緑の森」の製作に協賛、全国に放映１９９２年

● 廿日市市庁舎・文化ホール落成にともない、緞帳および同原画とミニ緞帳、
枝垂れ桜１５本を廿日市市に寄贈

１９９７年

● 西日本の大雨災害に対し、広島市・廿日市市の被災者に合板床材を無償提供１９９９年

● ホルムアルデヒド対策として流通在庫を含め、全商品Eo、Fco基準をクリア２０００年

●
●
新潟中越地震の復興支援として、水・食料・毛布・電池・ガスコンロ等の生活雑貨をトラックにて支給
初めての環境報告書「ウッドワン環境レポート２００４」を発行

２００４年

● 環境省主催「チーム・マイナス６％」に参加２００５年

●
●
自然塗料で塗装した内装材シリーズを業界で初めてレギュラー発売
社名を住建産業からウッドワンへ変更

２００２年

● ホルムアルデヒド対策として全商品F☆☆☆☆に切り替え完了２００３年 P21関連ページ

● LVL構造材「JWOOD」を発売１９９４年 P19関連ページ

● 蒲郡工場に自家発電装置を導入１９８０年 P15関連ページ

●
●
阪神大震災で被害に遭った取引先約２００社に対し、債務取消しと見舞金拠出を決定
旧通産省の「ハウスジャパンプロジェクト」に参加し、
戸建住宅のSI対応技術の開発に着手

１９９４年

P19関連ページ

● 住建美術館（現ウッドワン美術館）開館１９９６年 P25関連ページ

● ニュージーランドにJUKEN NISSHO CO.,LTD.（現・JUKEN NEWZEALAND LTD.）を設立し、森林経営開始１９９０年

●

●
●

室内内装シリーズ「ソフトアート」、「チェルード」Gタイプ（枠材含む）が
「エコマーク」認定を取得
営業所、工場などを含む全社（５２サイト）でISO１４００１の認証を取得
環境ホルモン対策の一環として、WPCフローリングをWHFに全面切り替え

２００１年

P12
P22関連ページ

関連ページ

私たちは、新素材の開発や提案を通じ、明日の快適さを追求してまいります。

●
●
環境省主催「チャレンジ25」に参加
内装材全種で「４VOC基準適合」登録

２０１０年

●
●
東日本大震災の復興支援として、水・食料・毛布・薬・ガスコンロ類などの日用生活雑貨を支給
省エネ効果が向上する内装用断熱改修パネル「あったかべ」・木製の無垢内窓「MOKUサッシ」などの
省エネ対応商品を発売

２０１1年

P08関連ページ
●
●
●

ニュージーランドで経営する全森林でFSC®（森林管理協議会）の森林管理認証（FM認証）を取得
JNL全工場で加工・流通過程の管理認証（CoC認証）を取得
床材商品２２品種で「４VOC基準適合」登録

２００９年 P08関連ページ

この報告書は、ウッドワンの環境保全・社会貢献活動をまとめたものです。内容や分かりやすさなどにおいて不十分な点もあるかと存じ
ます。今後はみなさまからのご意見・ご感想をもとに、より活動や報告書の内容を充実させていきたいと考えております。よろしくご指導
賜りますようお願い申し上げます。

このたびは「ウッドワン環境・社会活動レポート2013」を
ご覧いただきありがとうございました。

ご意見・ご感想をお聞かせいただければ幸いです。また、当レポートに関するご質問などは、下記担当までお気軽にお問い合せください。

お問い合せ先
総務人事部   〒738-8502 広島県廿日市市木材港南1-1　TEL.0829-32-3333　FAX.0829-32-6237
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